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新年のご挨拶

理事長　東　靖人

　新年あけましておめでとうございます。
　平素より当院の医療活動に対し、地域の医療機関の皆
様をはじめ関係各位には、多大なるご理解とご支援を賜
り、心より御礼申し上げます。また、日々現場を支えて
いる当院職員の尽力にも、改めて感謝申し上げます。
　医療を取り巻く環境は、本年も決して楽観できる状況
ではありません。補正予算による支援はありがたいもの
の、その効果が現場に及ぶのは今後であり、一時的な対
応だけでは限界があります。とりわけ、2026年の診療
報酬改定は、民間病院にとって極めて重要な局面になる
と認識しています。私たちは状況の変化を的確に捉えな
がら、立ち止まることなく必要な手を打ち続けていかな
ければなりません。
　神経内科医として高齢者診療に携わる中で、脳卒中や
認知症、神経難病などを抱えながら地域で生活する高齢
者が、今後さらに増えていくことを強く実感していま
す。こうした方々を急性期から慢性期、在宅医療まで切
れ目なく支える役割の多くは、地域の民間病院が担って
います。多職種が連携し、「治し、支える医療」を実践
していくことが、当院の掲げる「今あなたに必要な病院
へ」を実現するための鍵であると考えています。
　本年も地域の皆様との連携を一層深めながら、信頼さ
れ、必要とされる医療を提供できるよう努めてまいりま
す。皆様のご健勝とご発展を祈念し、新年のご挨拶とい
たします。



 

　姫路中央病院では、11月13日（木）に地域の医療機関との連携をさらに強化することを目的に、
「新たな連携体制に向けて」をテーマとしたオープンカンファレンスを開催しました。
　当日は、姫路市医師会の國部伸也会長をはじめ、多くの先生方にご参加いただきました。開会挨
拶では、理事長 東靖人より、地域で切れ目のない医療提供体制を築くための当院の取り組みと今後
の展望についての説明がありました。
　演題では、病院救急車導入の経緯と運用、神経内科の現状、回復期リハビリテーション病棟の役
割、患者サポートセンター発足の意義、急性期（DPC）病棟の役割など、当院の主要部門より現状
と課題、今後の連携について発表を行いました。また、田中クリニック・田中明院長からは、外来
医療機関としての視点から「姫路中央病院との連携」についてご講演をいただき、地域の医療機関
が一体となって患者さんを支える連携の重要性を再確認し、参加者一同、大変有意義な意見交換の
場となりました。
 
　今後も姫路中央病院は、地域の皆さまと協力しながら、より良い医療提供体制の実現に努めてま
いります。

 

　姫路中央病院
　オープンカンファレンスを開催しました

子育てと仕事を両立できる職場として
「くるみんマーク」を取得しました

　子育て支援に積極的に取り組む企業として、
厚生労働大臣より「くるみん認定」を受けまし
た。
　この認定は、育児休業制度の整備や働き方の
見直しなど、子育てをしながら安心して働ける
環境づくりに取り組んでいる企業の中でも、一
定の基準を満たした場合に与えられるもので、
「くるみんマーク」は、「子育てサポート企
業」として認定された証となります。

病院のお知らせやイベント情報も
投稿していきます

ぜひ、フォローおねがいします！
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